IT企業Z社　システム部：部長　Bさん
14日：午前：支援目的調整面接、個人カウンセリング／午後：惨事後MTG
15日：午前：組織リーダーへの説明／午後：全体説明

＊会社は「訃報」ということで流しているが、通例通り死因は記載されていない。同じ部署のC課長 ・Dさんには直接伝えたが、ほかの社員には伝えていない。言っても良いものかどうかわからなかった。Aさんが自死したことは葬儀に手伝いをしたりしているのでなんとなく皆知っているのではないか。と思っています。
→支援目的調整面接時に「皆さんにしっかり伝えたほうが良い」と言われると思います。理由を聞いて、「そうですか。奥様に確認しなくてよいですかね」と言ってください。


＊28日にTeamsで1時間話をしている。くだり
→カウンセリング時に、この話をしてください。
　内容を奥様に話をしても良いかとCOに聞かれたら直接話をしても良いし、と言ってください。＜場合によっては、14日の予備枠で奥様B部長とCOでお話をすることになると思います：支援チームは流れの中で決定すると思います、予備枠でこの面談をするかどうか事前には決定していない＞

＊遺書の存在　聞いてないのでわからない（奥様からは言われていない）














＊聞かれて下記にないことは、自由に創作してください。
＊誤字脱字があると思いますが、つじつまを合わせてもらって構わないです。
＊また書いてあることと違っていてもOKです。他のチームのCL役と違っていても全く問題ないです。

CL像
　　５５歳　男性　妻子あり（子、中３）
　　Z社　勤続３１年　
　　通勤時間　６０分　残業月２0時間程度

Ａさんとの関係性：良好、同期入社で入社時からの仲間、家族ぐるみで交流あり
Aさんのことで知っていること

入社して配属先が同じ部署だった。バブル期入社のため、今では考えられないほどの高残業で働いていた。ただし、仕事を覚える楽しさや、納入して喜んでもらえるやりがいもあり、Aさんとも「やりがいのある仕事だね」と話しながら必死に働いていた。休日には同期と遊びに行くことも多く、仲の良い友人関係だった。

Aさんの妻も元Z社社員で、当時はAさんの配属部署の庶務担当だった。妻も含めて遊びに行くこともあり、結婚後も家族ぐるみで交流が続いた。自分の子供とAさんの子供の年齢も近く、妻同士も個別に付き合いがある。

Aさんはとても優秀なエンジニアで、コツコツと仕事を進める職人気質。経験も豊富で、トラブル案件に火消し役として投入されることもあった。自分で動いて解決することが多く、時には抱え込む傾向もあった。マネジメント職を打診されたこともあるが、「マネジメントは苦手」と辞退している。

今回のW社PJへの参加は昨年10月から。システム2課のMさんがPJに参加していたが、進捗が遅れ大変な状況だった。Mさんから「支援メンバを増やしてほしい」とC課長に懇願があり、B部長にも相談が入った。業務的にAさんが適任と判断され、参画が決まった。PJは業務のややこしさに加え、顧客の無理な要望が多い難しい案件だった。顧客対応は営業やPJリーダが担ったが、業務整理や対応はAさんが担当することになった。正式依頼はC課長からだが、自分もAさんに直接声をかけた。

PJ参画後は忙しそうに働いていた。設計工程が始まった10月以降、顧客からの要望変更や追加依頼があり、設計のやり直しが続いた。さらに納期確保のため構築が並行で進み、請負会社との調整も必要になった。顧客の無理な要望は営業から断ることもあったが、やらざるを得ない場合も多く、その際Aさんが請負会社に再依頼しなければならず、嫌味を言われながらも頭を下げて調整していた。
　今年正月明けに会った際、Aさんは「大変」「やってられない」「胃が痛い」など愚痴をこぼしていた。

7月初旬に会った際には、客先運用テスト開始が10月に延期になったことを非常に気に病んでいた。PJリーダからは「昨年の遅れによる延期はやむを得ず、顧客も了承済みで問題ない」と説明を受けていたにもかかわらず、Aさんは「自分の力が足りなかった」「申し訳ない」と強く落ち込んでいた。

勤務管理上、残業60〜80時間が3か月以上続く社員は人事がフォロー対象になる。今年1月以降、Aさんもそのリストに入っていた。会社は80時間超を禁止していたが、ぎりぎりの高負荷状態だった。
　3月の雑談では、Aさんが疲れた様子で「眠れていない」「イライラする」と話していた。そこで「産業医面談を受けてみたら？」と勧めたが、Aさんは「大丈夫」「（80時間を超えないよう）うまくやっているから心配するな。何かあった時のためにメモを残している」と冗談めかして答えた。勤務を調整して80時間を避けていたのだろうと思う。
　Aさんは昔から「過労死したときは家族のためにメモを残すのが必須」と冗談を言っていたので、その延長だったのかもしれない。実際にメモが残っているのか気になる。会社としては訴訟材料にもなり得るが、妻には何も確認していない。

その後4月、Aさんは産業医面談を受けた（80時間未満でもリスト対象者には保健師が声をかけるため）。措置意見書が発行され、定期面談が始まった。C課長も同席して共有していた。産業医は「残業を大幅に制限するよう」強く指示したが、Aさんが「制限されると仕事が終わらない」と抵抗し、結局60時間以内の制限に落ち着いた。休日勤務は禁止とされた。
　産業医からC課長へも「業務配慮を必ず行うように」と厳しく指導があったが、C課長はPJを直接コントロールできず、リーダーDに依頼するしかなかった。Dも裏では配慮していたと聞くが、言い方が厳しいため周囲からは理解されにくい状況だった。
　実は3年前にも社員の自殺があり、その後社長は「命より大切な仕事はない。困ったら上司に相談するように」と繰り返し発言していた。だがC課長は「結局上は動かないじゃないか」とつぶやいており、印象に残っている。

妻からも「Aさんの体調を心配している」と聞いていた。Aさんは毎週日曜、息子のサッカー練習に付き添っていた。朝6時に家を出て車で1時間かけ送迎し、練習を見守りサポートもしていた。Aさん自身も学生時代にサッカーをしていたので楽しんでいたが、6月以降は練習後にぐったりして倒れ込むように寝てしまうこともあった。最近は途中で帰宅することもあり、妻が「サッカーが好きなのにどうしたのか」「大丈夫なのか」「どう声をかければよいのか分からない」と心配していた。

8月28日（木）昼過ぎ、Teamsのチャットで「話を聞いてほしい」と連絡があった。午後は大事な会議があり翌日対応すると返したが、「今日話したいのでなんとか時間を」と返ってきた。普段そういう無理を言わないAさんが頼んできたので緊急と感じ、会議を欠席して14時から1時間ほどTeamsで通話した。
　Aさんは「明日8/29の客先打ち合わせでPJを離れること」「皆に申し訳ない」「体が重く、このまま働けない」「会社を辞めたい」と打ち明けた。
　C課長からは「産業医に勧められてメンタルクリニックを受診予定」と聞いていたので予約を確認すると、9月3日午前に予約が取れているとのことだった。そこで「辞めるのではなく、まず受診して体を休め、今後を一緒に考えよう」と伝え、9月3日午後に再度話す約束をした。（このやり取りは、Aさんがなくなった後、人事にも報告した。）


当日の出来事
8月29日（金）
会社に出社して業務。１９時には就業し、20時過ぎには帰宅。
22時過ぎ、TVをみていたら、Aさんの妻さんから携帯に電話があった。電話にでると「Aさんが亡くなった。大変ご迷惑をおかけして申し訳ありませんが、この後どのようにするとよいでしょうか・・・」と言われた。突然のことで、何が起きているのかわからず、一瞬声がでなかった。と一方でやっぱりか（自殺）と思った。
状況を教えてもらうために、「どうされたのですか？」と聞いたところ、自宅最寄り駅の商業施設の屋上から飛び降りたとのことであった。警察から電話があったこと、Aさんを確認したこと、警察から今電話をしていることなど確認し、また折り返り電話をすることとしていったん電話を切った。
とにかく、人事に電話をしなければ・・と思い、人事部長Xに電話連絡し、状況を共有した。そして、上司である、C課長にも、電話連絡して、状況を共有した。Ｃ課長が動揺している様子はわかった。“どうしたらよいのでしょうか？”“今すぐ、家に行ったほうがよいんでしょうか？”等、言葉があったので、対応は、自分がすること、お願いすることがあればまた連絡することを伝えた。
人事部長からは、月曜日以降の対応になるだろうと言われたが、それでよいのか…いろいろ考えたが、何をすればよいか考えがまとまらないまま時間がすぎた

8月３０日（土）
一睡も眠れず朝になった。朝５時頃、自動車にのって、Ａさんが飛びおりた施設に行った。Ａさんの家とは近く（駅で２駅くらい）なので、駅前の商業施設もなんとなくわかった。施設の駐車場に入って、うろうろしていたら、現場検証の痕跡のようなものを発見した。ふと気が付いたら、１時間くらい経過していた。家に帰った。
人事部長からは、月曜日の朝一で、人事の担当から連絡をするので、Ａさんの家族と連携してほしいという連絡があった。


９月１日（月）
朝一で、人事の担当者と会話。社内手続きの内容について教えてもらった。Ａさんの妻に連絡して、現在の状況や葬儀情報を聞いてほしいと言われたので、Ａさんの妻に電話連絡。
葬儀は、9/3　通夜、9/4　告別式であることを教えてくれた。会社関係者の参列についても、拒否されることはなかったので、参列させていただくことをお伝えした。また、受付などの手伝いが必要であれば人をだすことをお伝えしたところ、“お願いします”と言われた。いろいろ聞きたい、話したいことはあったが、何から話せがよいのかわからないので、伝えなければならないことを伝え、教えていただきたいことを教えてもらった。本当は、何か言ってあげたかったが、言えなかった…。

　９：００－
毎日、９：００からＰＪ定例会議がある。そのタイミングで、Ａさんのことを報告（亡くなったことを伝えた）。“自殺”とは言っていない。参加者は、ＰＪのプロパーメンバ、派遣社員、請負会社の窓口担当。そのことを伝えたときに、Ｃ課長が必死に涙をこらえている様子があり、周囲の人が“何があったのだろう？”と心配そうな顔をしていた。
産業医の指示もあり、９月からＡさんはＰＪを外れることは周知されていた。その代わりに、Ｃ課長が8月からＰＪに参加していた。突然のことで驚いているのか、誰も何も聞いてこなかった。

１３：００－
課員（システム２課メンバ）に臨時のオンライン昼礼を設け、Ａさんのこと報告（亡くなったことを伝えた）。“自殺”とは言っていない。
葬儀の手伝をお願いするために、その後、メンバ数人に声掛けをしてお願いした。

９月２日（火）
Ａさんが亡くなったことについて、“自殺ではないか？”となんとなく噂になっているようだ。請負会社の窓口担当からも個別に“どうされたんですか？”と状況を聞かれることもあり、どのようにお伝えすればよいのか困った。人事部長Ｘに相談したところ、“自殺については何もいわない”と言われた。言うべきではないのだろうが、なんとなくこれでよいのか…、苦しい。

９月３日（水）
通夜。受付の手伝い（5人：システム2課　庶務の方、P、Q、Rとシステム１課　庶務の方）をお願いしたメンバもいたので、夕方から斎場に行った。Ａさんの妻さんは、憔悴しきっていた。息子さんは、淡々としている感じ。
会社の社長、人事部長Ｘも参列。会社の同僚やＰＪ関係者も参列していた。泣き崩れる同僚やPJ関係者もあり、周囲の方へのメンタル的なケアをどうしていけばよいのだろうかと不安になった。
ひと段落した後、Ａさんの妻さんから声をかけられ、自分とＣ課長が呼ばれた。駐車場のところに行くと、妻さんとＡさんの実父がおられた。実父から、“管理者”として、Ａさんの最近の様子や会社の管理、配慮についていろいろ問われた。落ちついた口調で話をされていたが、怒りを抑えて話をしている様子がわかった。Ｃ課長は、ところどころ話をしていたが、最後のほうは言葉がなくなった。
何を言っても言い訳になってしまうのは理解できたが、何か言わなくては…とお伝えできる状況をお話したが、“申し訳ない”気持ちしかなかった。15分くらい会話したと思う。
会社は訴えられるのかもしれない、Aさんのメモ等残っているのだろうか…。

９月４日（木）
告別式。受付の手伝い（5人）をお願いしたメンバもいたので、式前から斎場に行った。会社社長、人事部長も参列。Aさんの妻さんには、会社の手続き等は、落ち着いてから対応できることをお伝えした。
午後から、会社に戻り、人事部長Xと会話。周囲の方へのケアについて相談したところ、専門家のケアを検討すると言われた。その後、人事課長Yから連絡があり、メンタルレスキュー協会へ支援をお願いすることになると言われた。専門家が入っていただけるだけでも、有難い…と少しほっとした。

９月１１日（木）
Aさんの妻さんから電話連絡あり。少しだけ落ち着いてきたようだか、今後のこと、特に金銭的な補償について心配が大きくなっているようだ。具体的な補償について説明に来てほしいと言われた。人事部長Xに連絡し、日程を調整することとなった。
メンタルレスキュー協会の支援日程が、9/14,15となったこと聞いた。どういった支援をしてくれるのかわからないが、Aさんの妻さんも心配だ。支援の対象にしてくれないのだろうか…。

＜反応＞
当初：眠れない、食べられない、信じられない。産業医面談をうけていたので少し安心していた部分があったし、９月からPJを外れると決まったので、大丈夫だろうと思っていたのに…。何故？
話を聞いた翌日、なんだか落ち着かず、現場へ行った。行っても意味はないのだけど、現場検証らしき跡をみて、本当なのかもしれない…と思った。涙が止まらなかった。

9/1～１週間ほどは、通常業務に加え、やらなければならないこと、報告事項等がたくさんあって、それをこなすのに必死だった。いろいろ考えなくて済んだ。ただ、家に帰って寝ようとすると、いろいろ思い出したり、考えてしまう。気が付くと、朝になっていることが多かった。食欲もあまりない。

最近：途中で目が覚めることはあるが、　４、5時間は寝むれるようになった。
課員（システム２課メンバ）が心配だが、なかなか会話する時間がない。なんと声をかければよいかわからないが、どう思っているのだろう…。
　
今気になっているところ、
・何故、亡くなったのか。前日に会話したときに、適切な対処をしなければならなかったのか…。もっと早くに何かすべきだったのか。今後、部下のメンタル不調に対して何を注意していけばよいのかわからない。C課長が特に心配。
・社長の“命より大切な仕事はない。困ったら、上司に相談するように…”という言葉について、自分自身も正直信じられない感じ。現場の状況を訴えても、数字しか見てくれない経営層が多い。部下も同じ思いなのではないか…。そうすると、また同じようなことが起きてしまうのではないか・・・。
・死因については、人事部長と話しをしたときに、“言わなくてもよいのでは…”ということで、特に言っていない。自殺と知っているのは人事以外は、C課長と、Ｄさんのみ。
ただ、“自殺”とは言っていないが、なんとなくみんな知っているように思う。事実を隠しているようで苦しい。本当にこのままでよいのだろうか？　奥様とは関係は良好なので、死因についてみんなに話をしてもよいか聞いたら、大丈夫と言われると思うのだが…。
・Aさんが言っていた“メモ”があるのかないのか…。人事部長にも言っていないが、いうべきだろうか？

＊組織図は、PDFで別にあります。
＊個人のIES-R/K-1０は　別途　WEBページからダウンロードできます。

　　　Bさんの　IES―R：　１０点　　K-10：　１２点

